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内容 

• Webサイト概要 

• データ表示システム概要 

• 各データ表示ページの紹介 

 
↓ 
 

主に、データ表示ページに絞って紹介します。 



WEBサイト概要 

SuperDARN JAPAN 

http://polaris.nipr.ac.jp/~SD
/sdjapan/ 

 

2016/ 8 : サイト公開開始(一部) 

↓ 

2017/ 4: QL plot & Map plot公開 

↓ 

2017/ 9: Map movieページ公開開始 

 



データ表示システム概要 

 

by Virginia Tech 

British Antarctic 
Survey (BAS) 

University of 
Saskatchewan 
(SAS) 

各レーダーからのデー
タの流れ 
 

各レーダーで得られた
rawdata(1次データ)を、 
SASとBASに集積 
 
 
現在NIPRでは、 
主にBASから取得 
↓ 
今年5/15以降うまく行っ
ていない。 
 
 



Rawdataからplot作成まで 
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変換module 
FITACF 2.5使用 
 
↓ 
 
次version 
FITACF 3.0が発表済 
 
検討後、2004年以前
の変換に着手予定 

QL plot 

Map plot 
(次数8で作成) 

Syowa以外 

map_potential:  
fitacfとIMFデータを使

用して、球面調和関数
でfitting。展開の次数 
: 6,8,10,12 を用意 

2005～ 

プロット作成には 
Go 使用 



各データ表示ページの紹介 

データ公開しているページは、 
Services – Data の中 

←最近追加 



Quicklook Plot ページ 

Calender (右側検索box) :  

月ごとに、プロットの用意されている
レーダーと日にちを表示 

↓ 

NIPRに存在するデータをここで確認
できます。(但し2005年以降) 

 



Quicklook Plot ページ 

QL plot (左側検索box) :  

レーダー、年月日、Channel、Beam
ごとに、プロットを表示。 

 



Map Plot ページ 

Calender (右側検索box) :  

年ごと、半球ごとに、プロットの存在す
る日を表示。 

Mapデータに含まれている、Number 
of Data Pointsの一日の中間値を色
づけ表示している。 

↓ 

見たい日にちを選択するか、左側検
索Boxで日にちを指定すると 

 



Map Plot ページ 

Potential Map Plot (左側検索box) :  

検索条件 

年、月、日、時、分、 

Step (表示する時間間隔) : 
 2、10、20、30、60分 

Hemi : north, south, both 

いくつかの条件は決めうちで、プロットを作成 

データは2分ごとにまとめて作成 

IMFは、60分遅れの太陽風データを使う 

球関数次数は、8 など 

 

     

 

 



Map Plot ページ 

問題点 
00:00, 23:58のプロットができていない。 
 
Map plotを作成する方法が、一日単位な

ため、境界の時刻でプロットができな
い。 
 
↓ 
検討を開始 

00:00が出ない 



Map Movie ページ 

アニメーションページを作成。 

検索ボックスは、mapページと同じ。 

display : 条件の絵を表示  

Frame Rate : 1秒間に、1,2,5,10,15枚を
選択 

過去・未来どちらでも、 

Step : 1枚ごとクリックで 

Play animation : アニメーションで動く 

動作について 

アニメーションは、主なブラウザで動作確認 

iPadなど小さい画面での対応がまだ。 

Frame rateはネット環境にかなり依存 

NASが寝ていると、起きるまで忍耐が必要 



IMF Bx 
IMF By 
IMF Bz 
SW Velocity 
SW density 
SW Pdyn 
AE 
SYM_H 
SD_data#_N 
SD_data#_S 
Φpc_N 
Φpc_S 

IUGONET OMNI 1分値使用 

横軸は1日 

縦軸のスケールは、基本的に自動にしてあるが、
SDのNumber of Data Pointsは、 

北半球 : 500,  南半球 : 300 で固定 

にしてあり、超えた場合は赤線で表示 

SD map データより 



Map Movie ページ 

動画保存機能 

この画面で設定した条件で、動画を作成し、
自動的にダウンロード 

但し、現在 

作成可能なフォーマットは、webmのみ 

Windows PC + Chromeのみ動作確認 

ネット環境に依存 

↓ 

gif, mp4などへの変換など、改善したいと思い
ます。 

作成例  : 2014/11/29のmovie 
2014/11/29 21pm - 11/30 6am 
Frame rate : 15/sec 
270枚で、37MB 

SDmapmovie_201411292100_201411300600-15fr.webm
SDmapmovie_201411292100_201411300600-15fr.webm
SDmapmovie_201411292100_201411300600-15fr.webm


まだいろいろ中途半端ですが、 
どのような事を公開しているかは 
わかっていただけたでしょうか。 
 
 ↓ 
 
SuperDARNのデータを、 
研究にお役立ていただければ幸いです。 
 
ご意見・ご要望もお待ちしております。 
 
 

以上 


